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    午前９時３０分開会 

○委員長（岩本明央君） 只今より教育民生建設観光委員会を開催いたします。先の

本会議におきまして、本委員会に付託されました議案２２件につきまして審査をい

たしますので、御協力をよろしくお願いいたします。 

  市長さん御報告等ございませんか。 

○市長（村田弘司君） ございません。よろしくお願いします。 

○委員長（岩本明央君） 議長さん御報告等。 

○議長（秋山哲朗君） 特にございません。 

○委員長（岩本明央君） 各委員さん御報告等ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 執行部から報告事項がありましたらお願いします。はい、

福田市民福祉部長。 

○市民福祉部長（福田和司君） 議案に入ります前に報告のほう私のほうからさせて

いただきます。先の本会議初日の質疑に起きまして、三好議員のほうから質問があ

りました議案第１４号平成２５年度介護保険事業特別会計予算及び議案第１５号平

成２５年度後期高齢者医療事業特別会計予算に関連する質問事項について、説明及

び修正をさせていただきます。 

  議案第１４号平成２５年度介護保険事業特別会計予算に関連する質問４点につい

てですが、まず１点目の制度改正によりまして、ヘルパーの支援が４５分になった

のかについてでございますが、本年度３年ごとの報酬改定が実施されまして、その

中で訪問介護における生活扶助の時間区分の見直しが行われております。これはサ

ービスの提供の実態を踏まえまして、限られた人材の効率的な活用とよりニーズに

対応したサービスの効率的な提供の観点から区分の見直しがされたものでございま

す。具体的に申しますと、これまで１回あたり３０分以上６０分未満、６０分以上

の２区分であったものが、２０分以上４５分未満、それと４５分以上６０分未満、

それと６０分以上の３区分に細分化されたものであります。 

  続きまして、２点目の質問の介護認定を受けておられない方々に対する介護予防

についての質問でございます。この介護予防事業については、すいませんが予算書

の４６２ページ、４６３ページをお開き願いたいと思います。３款の地域支援事業

費・１項の介護予防事業費において実施されておりますこの予防事業には、介護予
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防一次予防事業と介護予防の二次予防事業等がございます。一次予防事業につきま

しては、要支援、要介護の認定がなく、また生活機能の低下が見られない、いわゆ

る一般高齢者に対する事業でございまして、二次予防事業については、要支援、要

介護の認定はございませんが、生活機能の低下が見られる高齢者に対して実施する

事業であります。 

この予防事業の流れをスケジュール的に申しますとまず５月頃に要支援、要介護

の認定を受けられておられない高齢者全員を対象にしまして、４０項目程度の健康

自立に関する調査票を送付いたしまして、その中のチェックリストを返送いただく

こととなります。これらを市において集計分析いたしまして、その結果生活機能の

低下が見られると判断された二次予防対象者に対しまして、運動機能の向上や栄養

改善プログラムを実施いただく市内の通所型事業所の通所型介護予防事業や訪問指

導事業等をご案内しているところでございます。 

また先ほど述べました生活機能の低下の見られないと判断された高齢者に対しま

しては、一次予防事業として、運動機能・口腔機能の向上、更には栄養改善のプロ

グラム等を実施する複合方介護予防教室や認知症予防教室を開催することとしてお

りまして、実施時期につきましては広報で市民の皆様に周知を予定をしておりま

す。 

  ３点目でございますが、介護サービスの医療料が高いので、必要な介護サービス

が利用できないとの質問ございます。この件につきましては、先の質問の時にもお

答えいたしておりますが、個々の状況によりまして、提供される介護サービスの内

容は異なりますことから、ケアプランを策定しますケアマネージャーに身体の状況

に合わせまして、経済状況をお伝えいただきよく相談をいただければと思っており

ます。介護保険制度の中に特定入所介護サービスや高額介護サービス等低所得者に

対応する事業も予算計上いたしておりますので、まずは両総合支所を含めお気軽に

窓口にご相談をいただきたいと思っております。 

  最後に４点目の地域包括ケアの取り組みについての質問でございますが、地域包

括ケアとはどういううものかと言いますと、地域の皆様が住み慣れた地域で安心し

て尊厳あるその人らしい生活を継続できるよう、介護保険制度によるいわゆる公的

サービスのみならず、買い物支援や生活支援のための多彩な社会資源を本人が活用

できるように、包括的に継続的に支援できる社会の実現を目的とした制度でござい
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まして、従いまして、これを担う地域包括支援センターの更なる機能の強化を図る

ため、人的技術的向上に努めますとともに、高齢者の生活サポートの体制づくりに

一層努めることとしております。 

  次に議案第１５号平成２５年度後期高齢者医療事業特別会計予算に関連する質問

において、今年度の後期高齢者の滞納における差し押さえについての回答で、今時

点でそのようなケースは聞いておらないと回答をさせていただいております。手持

ちの上半期の報告集計におきましてそのように回答いたしましたが、直近の下期の

報告予定におきまして、５件の実施をしております。発言の訂正をお願いいたしま

す。 

なお執行額につきましては、数千円から数百円の執行が多くを締めておりまし

て、残額に十分配慮した上で差し押さえを実施しております。執行の対象といたし

ましては、再三の文書、電話、戸別訪問による督促に応じていただけないケース

で、分納を含め相談に応じて頂けない者のみを実施しております。 

目的の一つとして、この対応をきっかけに滞納者の分納に繋がるケースも多くご

ざいまして、このような観点から実施をさせていただいております。なお、その他

詳細につきましては、それぞれの議案の審議の中で詳細説明をさせていただきま

す。報告は以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） 報告４件と訂正１件ということでございます。 

それでは議案第２号平成２４年度美祢市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。執行部より説明を求めます。杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは、議案第２号平成２４年度美祢市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について御説明いたします。補正予算

書の２－１ページをお開き下さい。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１８８万円を増額し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ３６億９，３８４万７，０００円とするものでございます。 

まず歳出を御説明いたします。２－１０、２－１１ページをお開き下さい。まず

７款共同事業拠出金・１項共同事業拠出金・１目高額医療費共同事業拠出金、右側

に移りまして、１９節負担金、補助及び交付金といたしまして、高額医療費共同事

業拠出金３７６万円の増額補正でございます。これは、高額な医療費の発生による

国保財政に与える影響を緩和するため、レセプト１件当たり８０万円を超える医療
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費を対象として、国民健康保険団体連合会が事業主体として行う再保険事業でござ

います。各保険者からの拠出金と国・県の負担金を財源といたしまして共同事業を

行っております。国民健康保険団体連合会よりの通知により、この拠出金を増額補

正するものでございます。 

続きまして、２目保険財政共同安定化事業拠出金・１９節負担金、補助及び交付

金といたしまして、保険財政共同安定化事業拠出金４５５万８，０００円の減額補

正でございます。これは、レセプト１件当たり３０万円を超え８０万以下の医療費

を対象として国民健康保険団体連合会が事業主体として行う再保険事業で、各保険

者からの負担金を財源として共同事業を行っております。国民健康保険団体連合会

よりの通知により、この拠出金を減額補正するものでございます。 

この二つを併せ、１項共同事業拠出金の補正額は７９万８，０００円の減額補正

でございます。 

続きまして、１１款予備費でございます。全体予算調整の結果２６７万８，００

０円の増額補正でございます。 

次に歳入について御説明いたします。２－８、２－９ページをお開き下さい。３

款国庫支出金・１項国庫負担金・２目高額医療費共同事業負担金・１節高額医療費

共同事業負担金９４万円の増額補正でございます。これは、歳出で説明いたしまし

た高額医療費共同事業拠出金の増額に対する国よりの負担金でございます。負担割

合は４分の１でございます。 

続きまして、６款県支出金・１項県負担金・１目高額医療費共同事業負担金・１

節高額医療費共同事業負担金９４万円の増額補正でございます。これは、歳出で説

明いたしました高額医療費共同事業拠出金の増額に対する県よりの負担金でござい

ます。同じく負担割合は４分の１でございます。以上です。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２号平成２４年度美祢市国民健

康保険事業特別会計補正予算（第２号）を採決いたします。 
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  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２号は原案のとお

り可決されました。 

  次に議案第３号平成２４年度美祢市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）を

議題といたします。執行部より説明を求めます。白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） それでは続きまして、議案第３号平成２

４年度美祢市介護保健事業特別会計補正予算（第４号）について御説明を申し上げ

ます。 

 補正予算書の３－１ページをお開き願います。第１条でごさいますが、この度の

補正は、本年度事業の決算見込みに基づき、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１，７１９万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ３１億１，４７３万３，０００円とするものでございます。 

それではまず最初に歳出について御説明でございます。おそれいりますが、補正

予算書の３－１４、１５をお開き願います。まず１款総務費・３項介護認定審査会

費・１目介護認定審査会費、１節報酬の１２２万４，０００円の減額補正について

でございます。要介護・要支援の認定や介護度を判定する介護認定審査会に係る経

費のうち、審査会委員に支給する報酬について、審査会の回数の減に伴い減額補正

を行うものでございます。 

続きまして、その下の２目認定調査等費、１２節役務費１２８万８，０００円の

減についてでございます。これは被保険者から要介護認定の申請があった際には、

申請者の主治医に対し意見書の提出を依頼しております。この件数が当初の見込に

至らないということから、主治医意見書に対する手数料について減額補正をいたす

ものでございます。 

次に、２款保険給付費についてでございます。被保険者が介護サービスを利用さ

れた際に支給される経費でございます。本年度の実績見込みに基づきまして、各サ

ービスの給付費についてそれぞれ補正を行ったものでございます。まず１項介護サ

ービス等諸費におきましては、１目居宅介護サービス給付費につきましては、２，

００７万３，０００円増額の８億３，０７８万８，０００円と見込んでございま

す。 
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次に３目地域密着型介護サービス給付費につきましては、３６０万８，０００円

を減額で２億５，２２９万円でございます。 

次に、５目施設介護サービス給付費につきましては、６３３万３，０００円を減

額し、１２億４，５１６万４，０００円と見込んでおります。 

続きまして、３－１６、１７ページをお開き願います。上のほうから次に７目居

宅介護福祉用具購入費につきましては、４７万５，０００円の減額で、３８３万

３，０００円を見込んでおります。 

次に、９目居宅介護サービス計画給付費につきましては、１１３万８，０００円

を増額で、１億５１万４，０００円を見込んでございます。 

続きまして、その下２項介護予防サービス等諸費についてでございます。１目介

護予防サービス給付費につきましては、１，７５８万８，０００円を減額し、１億

３，１８６万６，０００円を見込んでございます。３目地域密着型介護予防サービ

ス給付費につきましては、３４９万３，０００円の減額で、３００万６，０００円

を見込んでございます。６目介護予防住宅改修費につきましては、３７万２，００

０円を減額し、４１７万９，０００円を見込んでおるところでございます。 

続きまして、３－１８、１９ページをお開き願います。上から２番目の７目介護

予防サービス計画給付費につきましては、６７万６，０００円を増額いたし、１，

５４９万６，０００円を見込んでおるところでございます。 

続きまして、３項その他諸費でございます。１目の審査支払手数料につきまして

は、１１万９，０００円を増額し、３７０万６，０００円を見込んでおります。 

次に５項高額医療合算介護サービス等費についてでございます。１目高額医療合

算介護サービス費につきましては、７６７万９，０００円を減額し、７０１万７，

０００円を見込んでございます。 

続きまして、３－２０、２１ページをお開き願います。続きまして、２番目の欄

ですけれども、６項特定入所者介護サービス等費についてでございます。１目特定

入所者介護サービス費におきましては、１，７２１万２，０００円を増額し、１億

３，６１６万円を見込んでおるところでございます。 

続きまして、一番最後の欄ですが、３款地域支援事業費・１項介護予防事業費・

１目介護予防一次予防事業費についてでございまして、これを２３万１，０００円

を減額補正いたしてございます。これは先ほど、部長からも報告ございましたが、
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その介護予防事業にかかるものでございます。一次予防事業と申しますもの、先ほ

ども申しましたが、要支援・要介護の認定を受けておらず、生活機能の低下も見ら

れない、いわゆる一般高齢者に対して行う事業でございます。今回の補正は、ご家

庭の都合で、一時的に在宅での生活が困難になった高齢者に対して、ショートステ

イを提供するという事業でございますけれども、この事業につきまして、利用者数

が当初の見込に達しないということから減額するものでございます。 

続きまして、その下の２目介護予防二次予防事業費におきまして、５９５万２，

０００円を減額補正をしております。これにつきましても二次予防事業につきまし

て、要支援・要介護の認定は受けておりませんけれども、生活機能の低下が認めら

れる高齢者に対して行う事業でございます。この事業の実施に当たりましては、二

次予防事業の対象者になる方々を把握する必要があるため、まず健康自立度に関す

る調査票による調査・分析を行い、その結果、対象者となった方々に対して電話連

絡等により、事業への参加を呼びかけているところでございます。今回の補正は、

調査票の発送や回収にかかる通信運搬費１１万１，０００円とデータの集計や分析

に係る委託料の入札減の部分２３４万１，０００円について、それぞれ減額補正を

行うものでございます。 

次の配食サービス事業委託料５０万円と、それから３－２２、２３ページにわた

りますけど、一番上の生活管理指導事業委託料３００万円の減額補正については、

いずれも利用者数が当初の見込に至らないということから、それぞれ減額補正をい

たすものでございます。 

続きまして、２目包括的支援事業・任意事業費について御説明いたします。１目

介護予防ケアマネジメント事業費につきましては、１節の報酬を１５６万７，００

０円、委託料におきまして５０万円、それぞれ減額補正を行っております。詳細に

つきましては、右の説明欄をご覧頂ければと思いますが、まず美祢市地域包括支援

センターで勤務するケアマネージャーにつきましては、年度当初２名を予定し、現

在１名の確保は果たされておるわけですけれども、もう１名につきまして、公募は

続けて行っているのですが、未だに確保できていない状況にあります。今回の補正

は、未だに確保できないケアマネージャーに係る報酬の減額でございます。 

また、地域包括支援センターのケアマネージャーが行う業務の一つに、要支援者

の介護予防ケアプランの作成がございます。この業務は、民間のケアマネージャー
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等へ委託することができるのですが、本年度の業務委託料が当初の見込に達しない

ことから、業務委託料５０万円を減額補正いたすものでございます。 

次に、２目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費、１３節委託料におきま

して、６０万円を減額してございます。これは、平成２４年度、本年度より業務委

託により運営されております美祢東地域包括支援センターに係る委託料でございま

す。 

次に３目任意事業費におきまして、１３節委託料５００万円、２０節扶助費５０

万４，０００円をそれぞれ減額補正しております。詳細は、右の説明欄に記載して

ございますけれども、配食サービス事業委託料、成年後見制度利用支援扶助につき

まして、本年度の実績見込みに基づきまして減額をいたしておるところでございま

す。 

 次に歳入について御説明を申し上げます。３－８、９ページにお戻りを願いたい

と思います。歳入につきましては、只今、歳出で御説明をいたしました各事業の決

算見込に基づきまして算定をいたしたものでございます。 

まず、２款分担金及び負担金・１項負担金・１目地域支援事業費負担金について

でございますが、これは、地域支援事業として実施しております諸事業に参加、あ

るいはサービスを利用された方々からいただく負担金でございます。介護予防一次

予防事業費負担金につきましては７万１，０００円、介護予防二次予防事業費負担

金につきましては３９万７，０００円、任意事業負担金につきましては２２４万

１，０００円をそれぞれ減額補正をいたすものでございます。 

次に４款国庫支出金・１項国庫負担金・１目介護給付費負担金につきましては、

給付事業に対する国の負担分で４４万３，０００円の減額補正をいたしておりま

す。 

次に２項国庫補助金につきましては、介護保険事業実施に対する国からの補助金

であります。まず１目調整交付金につきましては２万７，０００円、２目地域支援

事業交付金のうち介護予防事業に係る分として１４２万２，０００円、３目同じく

包括的支援事業・任意事業に係る分として２８５万８，０００円をそれぞれ減額補

正いたしてございます。 

続きまして、３－１０、３－１１ページをお開き願います。続きまして、５款支

払基金交付金・１項支払基金交付金についてでございます。これは、社会保険診療
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報酬支払基金からの交付金でございますが、１目介護給付費交付金については１０

万１，０００円を、２目地域支援事業支援交付金については１６５万円をそれぞれ

減額補正いたしております。 

次に６款県支出金・１項県負担金・１目介護給付費負担金につきましては、給付

事業に対する県の負担分でございます。３３万７，０００円の増額補正でございま

す。 

次の２項県補助金につきましては、介護保険事業実施に対する県の補助金であ

り、１目地域支援事業交付金、介護予防事業分として７１万１，０００円、同じく

包括的支援事業・任意事業分として１４２万９，０００円をそれぞれ減額補正いた

しております。 

次に８款繰入金・１項一般会計繰入金につきましては、介護保険事業実施に対す

る一般会計からの繰入分でございます。まず１目介護補給付費繰入金につきまして

は１１２万円の減額補正でございます。 

次の２目地域支援事業繰入金、介護予防事業分につきましては７３万７，０００

円、３目の同じく包括的支援事業・任意事業につきましては７０万３，０００円、

４目その他一般会計繰入金につきましては、事務費繰入金を２５１万２，０００

円、それぞれ減額補正いたしております。３－１２、１３ページをお開き願いま

す。 

続きまして、２項基金繰入金・１目介護給付費準備基金繰入金につきましては１

６９万円を減額補正いたしてございます。 

  次に１０款諸収入・２項雑入・３目雑入につきましては、先ほど、歳出の中で御

説明を行いましたけれども、地域包括支援センターのケアマネージャーの報酬の減

額に伴う雇用保険料本人負担分として１万１，０００円減額するとともに、要支援

者に対する介護予防ケアプランの作成件数の増に伴い、介護予防支援費収入５９万

円を増額補正いたすものでございます。説明につきましては以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第３号平成２４年度美祢市介護保

険事業特別会計補正予算（第４号）を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３号は原案のとお

り可決されました。ちょっと説明を簡潔に一つよろしくお願いします。 

  次に議案第４号平成２４年度美祢市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。執行部より説明を求めます。杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは、議案第４号平成２４年度美祢市後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について御説明いたします。補正予

算書の４－１ページをお開き下さい。今回の補正は、歳入歳出それぞれ１５１万

８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億２，５９８万７，００

０円とするものでございます。 

  まず歳出を御説明いたします。４－１０、４－１１ページをお開き下さい。２款

でございます。後期高齢者医療広域連合納付金・１項後期高齢者医療広域連合納付

金・１目後期高齢者医療広域連合納付金・１９節負担金、補助及び交付金といたし

まして、１５１万８，０００円の減額補正でございます。この納付金は、後期高齢

者医療広域連合の特別会計に係る事務費を各市町が負担するもので、後期高齢者医

療広域連合特別会計決算見込み額の減額に伴い納付金を減額するものでございま

す。主なものといたしまして、電算システムの更改に係る経費、これが予定より少

なくすみましたので減額するものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。４－８、４－９ページをお開き下さい。３款繰入

金・１項一般会計繰入金・１目事務費繰入金として、１５１万８，０００円の減額

補正でございます。これは、一般会計の繰出金及びこの特別会計の歳出で御説明い

たしました、後期高齢者医療広域連合納付金の減額に対応するものでございます。

以上で説明を終わります。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第４号平成２４年度美祢市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第４号は原案のとお

り可決されました。 

  次に議案第２２号美祢市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す

る条例及び美祢市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部改正

についてを議題といたします。執行部より説明を求めます。三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） それでは美祢市議会定例会議案書の２２

－１、それと参考資料の９ページをお開き願います。 

 議案第２２号美祢市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条

例及び美祢市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部改正につ

いてでございます。 

 本議案は、平成２４年６月２７日に地域社会における共生の実現に向けて新たな

障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律が公布されたことに

伴い、障害者自立支援法が障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律、通称障害者総合支援法に平成２５年４月１日から改正されるため、障害者

自立支援法を引用している箇所の改正が必要となったため、美祢市議会の議員その

他非常勤の公務災害補償等に関する条例及び美祢市障害程度区分認定審査会の委員

の定数等を定める条例の一部を次のとおり改正するものでございます。 

 まず、第１条でございますけども、美祢市議会の議員その他非常勤の公務災害補

償等に関する条例ですが、第１０条の２第２号中、障害者自立支援法を障害者の日

常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に改め、第２条で同じく第１０

条の２第２号中、第５条第１２項を第５条第１１項に改めるものです。 

  これは、障害者自立支援法第５条第１０項が削られたため、第１１項から第２７

項までの条項がずれたため、第１２項を第１１項に改めるものでございます。 

 次に、第３条ですけども、美祢市障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定め

る条例ですが、第１条中、障害者自立支援法を障害者の日常生活及び社会生活を総
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合的に支援するための法律に改め、第４条で同じく第１条中美祢市障害程度区分認

定審査会を美祢市障害支援区分認定審査会に改めるものです。 

 これは、障害者自立支援法の中の障害程度区分が、障害支援区分に改正されるた

め、引用してる箇所の改正が必要となったものであります。 

  この条例は、平成２５年４月１日から施行するものです。ただし、第２条及び第

４条の規定は、平成２６年４月１日から施行するものであります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２２号美祢市議会の議員その他

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び美祢市障害程度区分認定審査会の

委員の定数等を定める条例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２２号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第２４号美祢市心身障害児（者）福祉施設の設置及び管理に関する条例

の一部改正についてを議題といたします。執行部より説明を求めます。三浦地域福

祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） 議案第２４号美祢市心身障害児(者)福祉

施設の設置及び管理に関する条例の一部改正についてでございます。 

 議案書の２４－１、それと参考資料の１５ページをお開き願います。本議案につ

きましても、議案第２２号で御説明申し上げたとおり、障害者自立支援法が障害者

の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に平成２５年４月１日から

改正されることに伴い、現行条例の施設名について、関係法律に合わせた適正な名

称及び設置目的へ改正するものでございます。 

 第１条美祢市心身障害児(者)福祉施設の設置及び管理に関する条例を美祢市地域
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活動支援センターの設置及び管理に関する条例に題名を改めるものでございます。 

  また、設置につきましても、関係法律に合わせた設置目的に改正するものであり

ます。 

  また第３条第１号中、障害者自立支援法第７７条第１項各号の条項がずれたた

め、第７７条の次に第１項第９号を加えるものであります。 

 次に第２条美祢市地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例第１条中第

５条第２６項を第５条第２５項に改めるものです。 

 これは、障害者自立支援法第５条第１０項が削られたため、第１１項から第２７

項までの条項がずれたため、第２６項を第２５項に改めるものであります。 

 この条例は、平成２５年４月１日から施行するものであります。ただし、第２条

の規定は、平成２６年４月１日から施行するものであります。以上、御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２４号美祢市心身障害児（者）

福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２４号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第２５号美祢市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定についてを議

題といたします。執行部より説明を求めます。井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） 議案書の２５－１ページをお開き下さ

い。参考資料はございません。議案第２５号美祢市新型インフルエンザ等対策本部

条例の制定についてでございます。 

  新型インフルエンザ等対策特別措置法が、平成２４年５月１１日に公布され、施

行日は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において政令で定める日とさ
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れおります。新型インフルエンザ等対策特別措置法は、病原性が高い新型インフル

エンザや同様の危険性のある新感染症が発生した際に、国民の生命及び健康を保護

し、国民生活や国民経済に及ぼす影響が最小となるようにすることを目的として、

政府行動計画等の策定、政府対策本部の設置等の措置、新型インフルエンザ等緊急

事態における特別な措置について定めるものとされています。 

  本法は、市町村に対しても、市町村行動計画の作成、市町村対策本部の設置等の

措置などを求めていますが、計画につきましては、法の施行以降、国・県の計画が

定められ、それらを基に市の計画を作成することになります。 

  今回の条例は、本法が施行されたのち、国において、新型インフルエンザ等緊急

事態宣言が出された時に、市町村長は、直ちに市町村対策本部を設置しなければな

らないとされていることから、定めるものであります。 

  本条例案では、基本的なものしか定めておりませんが、案としては、本部長は市

長が、副本部長は副市長が当たる予定にしております。 

なお施行は、先ほども申しましたように、法の施行日が現段階では不明のため、

法の施行の日またはこの条例の公布の日のいずれか遅い日としております。以上、

よろしく御審議をお願いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２５号美祢市新型インフルエン

ザ等対策本部条例の制定についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２５号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第２６号美祢市秋芳洞観光センターの設置及び管理に関する条例の一部

改正についてを議題といたします。執行部より説明を求めます。大野観光総務課

長。 
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○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） それでは議案書は２６－１、参考資料は

１６、１７ページでございます。議案２６号は美祢市秋芳洞観光センターの設置及

び管理に関する条例の一部改正についてであります。 

 このたびの改正は、秋芳洞観光センターの名称を美祢市秋吉台観光交流センター

に変更するため、条例の一部を改正するものであります。 

 当施設は、バスターミナルも併設しており、美祢市の主要観光地国定公園秋吉台

の観光における交通、人や情報等の発信・交流の拠点施設となっております。更

に、第一次美祢市総合計画、美祢市観光振興計画に沿って展開しております観光交

流促進のさまざまな諸施策についても、当施設がその基幹的役割を担っておりま

す。従いまして、施設は秋芳洞のみならず秋吉台全域にわたる観光交流の推進機能

を持っていることから、観光客に分かりやすく、また実態に即した名称とするた

め、美祢市秋吉台観光交流センターに変更するものであります。 

また、市民や観光客により親しみのもてる施設とするため、現在、愛称の検討等

も行っているとこであります。以上、御審議をよろしくお願いします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２６号美祢市秋芳洞観光センタ

ーの設置及び管理に関する条例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２６号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第２７号美祢市道路占用条例の一部改正についてを議題といたします。

執行部より説明を求めます。はい、前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） 議案第２７号美祢市道路占用条例の一部改正

についての説明をいたします。議案書は２７－１ページ、参考資料は１８ページで

ございます。参考資料のほうで御説明をいたします。 
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 今回の改正は、国の道路法、施行令の一部改正により、新たに道路の占用許可を

対象物件として、太陽光発電設備と津波避難施設の２項目が追加をされました。こ

れに伴いまして、美祢市道路占用条例の第２条関係の別表の施行令第７条第２号か

ら６号まで、内容はそのままで、２号づつ繰り下げて、国の政令号級に統一するも

のでございます。 

 参考資料の１８ページの美祢市道路占用条例新旧対照表の中段から下になります

が、２号増えたことにより現行の令第７条の第２号を改正案で４号に、現行の３号

を５号に、その下の現行の４号を６号に、現行の５号を７号に、その下の現行６号

を８号に変更いたしまして、国の号級に統一したものでございます。 

 なお、この条例は、平成２５年４月１日から施行するものであります。説明は以

上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２７号美祢市道路占用条例の一

部改正についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２７号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第２８号美祢市都市公園条例の一部改正についてから議案第３４号美祢

市営住宅等整備基準条例の制定についてまでを一括議題といたします。委員の皆さ

んよろしゅうございますか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） この７議案は地域主権一括法の施行に伴う条例の制定及び

一部改正でありますので、一括して執行部より説明を求めます。前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） それでは只今委員長のほうから説明がござい

ましたように、議案第２８号から議案第３４号までの７議案は、今回の地域主権一
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括法に伴う条例の制定並びに一部改正でありますので、続けて説明をさせていただ

きます。 

議案第２８号美祢市都市公園条例の一部改正についての説明をいたします。議案

書は２８－１ページから参考資料は１９ページからでございます。今回の改正は、

これまで国が一律に定めておりました都市公園の設置基準等を市条例で定めるとと

もに、併せて所要の条文整備を行うものでございます。まず参考資料の１９ページ

で御説明をいたします。主な改正点は、大きく３点でございます。 

 まず、１点は、現行の第１条の後に、改正案にありますように第１条の２項とし

て、都市公園の配置及び規模の基準を新たに設けたことでございます。これは、市

の区域内及び市街地区域内における市民１人当たりの公園の面積を、国の参酌基準

を基に１０㎡以上と５㎡以上としたことです。また、街区公園・近隣公園・地区公

園として、公園の敷地面積を国の参酌基準を基にアの０.２５ヘク、イの２ヘク、

ウの４ヘクとしたことでございます。 

参考資料の２０ページをご覧下さい。２点目も、新たに第１条の３項として、都

市施設の設置基準を設けたことです。これは、公園内の施設の建築面積について、

公園の敷地面積に対して、国の参酌基準を基に２％としたことでございます。 

 ３点目も新たに第１条の４項として、公園施設の建築面積基準の特例を設けたこ

とでございます。これは、１号では、休養施設や運動施設などは公園の敷地面積の

１０％を限度として、２号では、歴史的建造物や景観重要建造物は２０％を限度と

して、３号では、屋根付き広場や屋根付き野外劇場など高い開放性を有する建築物

は、１０％を限度として、４号では、仮設公園は２％を限度として、それぞれ建築

基準面積を超えることができるとしたことでございます。 

以上が、地域主権一括法に伴う改正点でございますが、今回の条例改正の機会

に、国の都市公園法との整合性と、現行の条例の整合性を持たせるため、一部条文

の整備をいたしております。 

ここで議案書の２８－２ページをご覧下さい。真ん中より下のあたりですが、第

１条の４の４の下の第３条第１項第４号中、評議会の次に集会を加え、というとこ

ろから下７行目までが改正したところでございます。特にその中においては使用料

の納付について整備し、第９条関係で別表第２表下に掲げておりますが、新たに設

けております。これによりまして、公園施設の設置と管理する場合の使用料の額を
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定めております。また、この１表を新たに設けたことにより、現行の１表と２表を

繰り上げて、右のページのとおり、２表、３表としたことでございます。使用料の

額は全くかわってございません。 

次に議案第２９号美祢市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関す

る基準を定める条例の制定についての説明をいたします。議案書は２９－１ページ

から２９－６ページまででございます。高齢者・障害者等の促進に関する法律の改

正により、これまで国が省令で定めていた特定公園施設の設置基準を参酌して、条

例として定めるものでございます。 

 それでは主な設置基準でございますが、第３条では、国の規定する園路及び広場

を設ける場合には、出入り口の幅を１ｍ２０以上とすることや、公園の路は、縦断

勾配を５％以下とすることなど等設置基準を定めております。 

次に２９－３ページの第４条の屋根付き広場では、車椅子使用者の円滑な利用に

適した広さを確保することや車椅子の使用に支障となる段が無いことなど等定めて

ございます。 

第５条の休憩所及び管理事務所、第６条の野外劇場及び音楽堂、２９－４ページ

の第７条の駐車場、２９－５ページの第８条・９条・１０条の便所、第１１条の水

飲場及び手洗い場で、それぞれ高齢者や障害者等の円滑な利用に適した構造にする

よう設置基準を定めております。 

 ２９－６ページの最後の第１２条・１３条では、公園において、高齢者や障害

者等が利用する掲示板及び標識は、容易に識別できるものや設置場所等について、

基準を設けております。 

 次に議案第３０号美祢市市道の構造の技術的基準等を定める条例の制定について

の説明をいたします。議案書は３０－１ページから３０－１８ページでございま

す。改正されました道路法に基づいて、市道の構造の技術的基準について、政令を

参酌し、条例を制定するものでございます。 

主な構造基準でございますが、３０－２ページの第４条から３０－９ページの第

１２条までは車線数や幅員、交通の安全性、円滑性のための車線の分離、中央帯、

副道など車道に関する内容や自転車道、歩道などの基準を定めております。 

第１４条では、道路の区分に応じて、設計速度について定めております。 

３０－１０ページの第１５条から３０－１３ページの第２３条においては、車道
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の線形について、定めております。 

第２４条から３０－１４ページの第２６条においては、路面構造に関する内容を

定めております。 

３０－１５ページの第２８条から第３０条までは、交差点における交通の安全

性・円滑性を確保する観点から必要な基準を定めております。 

３０－１６ページの第３１条から第３８条までは、避難所や交通安全施設・自転

車駐車場等またトンネル、橋などの構造物について設置基準を定めております。 

  第４１条から３０－１８ページの第４２条では、自動車専用道路や歩行者専用

道路などについて、幅員など各種基準の特例を定めております。 

最後の４３条においては、道路標識について定めております。 

次に議案第３１号美祢市移動等円滑化のために必要な市道の構造に関する基準を

定める条例の制定についての説明をいたします。議案書は３１－１ページから３１

－９ページでございます。高齢者・障害者等の促進に関する法律、通称バリアフリ

ー法の改正により、これまで国が省令で定めていた設置基準について、省令を参酌

して、条例で制定するものでございます。 

主な構造基準でございますが、３１－２ページ第２章の歩道ですが、第３条から

３１－３ページの第１０条で、道路においての設置する歩道または自転車歩行者道

の幅員や舗装・勾配・歩道と車道の分離・歩道の車道に対する高さ等について定め

ています。 

次に、第３章の立体横断施設ですが、第１１条１項から３１－５ページの第１６

条において、道路の必要であると認められる箇所に横断歩道や地下横断歩道、その

他歩行者が道路を横断するための立体的な施設を設けるものとし、これに附置され

るエレベーター・エスカレーター等設置する場合、その構造を定めております。 

次に第４章乗合自動車停留所ですが、第１７条・１８条において、乗合自動車停

留所に関して、構造に関する事項として、歩道の車道に対する高さ等について、定

めております。 

次に、第５章の自動車駐車場ですが、第１９条から３１－８ページの２９条にお

いて、自動車駐車場に身障者用駐車施設を設ける場合、その数量や構造等について

定めております。 

次に第６章の移動円滑化のために必要なその他の施設等ですが、第３０条から３
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３条において、案内標識や視覚障害者誘導用ブロック、休憩施設及び照明施設を設

ける場合、それぞれ規定をいたしております。案内標識に関しましては、高齢者や

障害者が見やすい位置に設置することなど、視覚障害者を案内する設備を設けるな

ど規定を設けております。 

 次に議案第３２号美祢市準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定

める条例の制定についての説明をいたします。議案書の３２－１ページから３２－

９ページでございます。市が管理する準用河川の河川管理施設等の構造の技術的基

準を条例で定めるものでございます。主な構造基準でございますが、３２－２ペー

ジの第２章の堤防ですが、第３条から３２－４ページの第１６条において、堤防の

材質や高さ等構造基準を定めております。 

次に第３章の床止めでございますが、これは１７条から第２０条において、床止

めの構造を定めてございます。 

次に第４章の堰ですが、第２１条から３２－５ページの第２８条において、可動

堰等、堰の構造基準を定めております。 

  次に第５章の水門及び樋門ですが、第２９条から３２－６ページの第３６条に

おいて、水門及び樋門のゲート等の構造基準を定めております。 

次の第６章の橋ですが、第３７条から第４２条において、設ける橋の橋台や橋脚

等、橋の構造基準を定めております。 

３２－７ページの下、第７章の伏せ越しですが、第４３条から３２－８ページの

第４７条において、伏せ越しの構造基準を定めております。 

次に議案第３３号美祢市営住宅条例の一部改正についての御説明をいたします。

議案書は３３－１ページから参考資料では２４ページからでございます。改正され

た公営住宅法に基づき、市営住宅への入居者資格等を一部改正するものでございま

すが、現行では、入居者資格等について、国の公営住宅法や施行令を運用しており

ましたが、今回の改正によりまして、裁量階級の該当事項や裁量階層の基準金額等

を市の条例中の入居者資格において規定を設け、改正することとなりました。 

  参考資料の２４ページから新旧対照表により御説明をいたします。左側の現行の

第６条１項１号アのアンダーライン部分の身障者とそれ以外の入居者の収入基準の

国の施行令の規定を改正案アのとおり、収入金額２１万４,０００円を超えないこ

ととして、規定を設けております。 



－22－ 

  なお、身体障害者である場合等の等とはどういうもかというものを、改正案の下

のほうの２項から次のページの中段にかけて明記し、改正いたしております。 

 後は、同じく第６条１項１号のイにおいては、災害時の住宅を低所得者に転貸す

る場合の収入基準も明記し改正しております。 

 第６条１項１号のウでは、上のア及びイに掲げる場合以外の収入基準を１５万

８,０００円を超えないことし明記し、改正をいたしております。 

 それと３号では、同居しようとする親族について、カッコ書きにより、親族の範

囲を広げて、規定を設けたものでございます。 

 ２５ページの第７条では、形式的な条例の整備を行ったものでございます。 

 第１２条の改正では、今回の一括法によるものではございませんが、今回条例の

整備を併せて行ったものでございます。入居者の場合、連帯保証人２名の請書を提

出しておりますけども、他市の状況も踏まえて、市内に居住の部分を削除し、整備

したものでございます。 

 次に議案第３４号美祢市営住宅等整備基準条例の制定についての説明をいたしま

す。議案書の３４－１ページからでございます。公営住宅等の整備基準について、

省令で定める基準を参酌して、条例を制定するものでございます。主な整備基準で

ございますが、第３条から第５条においては、健全な地域社会の形成や良好な住環

境の確保など整備に当たっての基本的な理念や配慮事項を定めております。 

次に、第６条から３４－２ページの第８条では、住宅建築の場合の敷地の位置の

選定や安全のために講ずる措置、住環境の阻害防止などについて定めてございま

す。 

第９条１項から５項までは、住宅の基準として、防火、避難及び防犯のため適切

な措置を講ずるよう定めております。 

第１０条では、１戸当たりの床面積を２５㎡以上とすることや、化学物質に係る

支障防止措置など住戸の基準を設けております。 

第１１条、第１２条では、バリアフリーに係る措置に関して、定めております。

以上７議案でありますが、施行日は、いずれも平成２５年４月１日からでございま

す。説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 一括説明が終わりました。ここで２時５０分まで暫時休憩

をいたします。 
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午後２時３９分休憩 

   

午後２時５０分再開 

○委員長（岩本明央君） 休憩前に続き会議を再開いたします。先ほど、一括説明が

終わりました。最初に議案第２８号について、本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第２８号美祢市都市公園条例の一

部改正についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決するに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２８号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第２９号美祢市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関す

る基準を定める条例の制定についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決するに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第２９号は原案のと

おり可決されました。 

  次に議案第３０号美祢市市道の構造の技術的基準等を定める条例の制定について

を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３０号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第３１号美祢市移動等円滑化のために必要な市道の構造に関する基準を

定める条例の制定についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 
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    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３１号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第３２号美祢市準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定

める条例の制定についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３２号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第３３号美祢市営住宅条例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３３号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第３４号美祢市営住宅等整備基準条例の制定についてを採決いたしま

す。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３４号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第９号平成２５年度美祢市国民健康保険事業特別会計予算を議題といた

します。執行部より説明を求めます。杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは、議案第９号平成２５年度美祢市国

民健康保険事業特別会計予算について御説明いたします。予算書の１５ページをお

開き下さい。歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億４，８０５万円と定め

るものでございます。 

 初めに、平成２５年４月からの制度改正等について主なものを御説明いたしま

す。まず７０歳台前半の被保険者等に係る一部負担金等の軽減特例措置の据え置き

でございます。これは、７０歳以上７５歳未満被保険者の受診時における一部負担

の１割から２割への見直しにつきまして、平成２４年度に引き続きまして、４月か
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ら平成２６年３月まで１年間、この見直しを凍結するものとなるものでございま

す。 

次に、２点目といたしまして、国民健康保険の被保険者であった方が国民健康保

険から後期高齢者医療制度に移行する場合、この場合について、残されました国民

健康保険税の世帯の方につきまして、この税金の軽減判定所得の算定の特例がござ

います。現在、この特例を使っておりますが、この特例を恒久化するというもので

ございます。 

続きまして、３点目でございます。世帯員が国民健康保険から後期高齢者医療制

度に移行し、国保の世帯、単身の世帯となった場合、これを特定世帯と言うわけで

ございますが、この特定世帯に係る平等割額を当初の５年間、２分の１に減額する

という現行の制度がございます。これに加えまして、その５年を過ぎた後３年間、

４分の１の減額をする措置を講じるものでございます。 

 以上の内容を考慮いたしまして、平成２５年度の予算を編成しております。まず

平成２５年度予算の概要１３ページをお開き下さい。 

こちら、４特別会計当初予算（１）国民健康保険事業特別会計、こちらをご覧下

さい。平成２５年度予算額は、３８億４，８０５万円、前年度３４億３，４５８万

３，０００円に比べ、４億１，３４６万７，０００円の増額、１２．０％の増とな

っております。 

  まず、歳出について説明いたします。総務費は６，０８１万８，０００円、対前

年比４．０％の増です。これは主に人件費の増によるものでございます。保険給付

費２７億９，９０５万７，０００円、１４．３％の増、これは、医療費の増加を考

慮したものでございます。後期高齢者支援金等については、平成２３年度の精算分

を調整し、３億４，７５６万６，０００円、４．８％の増。共同事業拠出金は、４

億６０２万７，０００円、０．８％の減、これは平成２１年度から２３年度までの

高額療養費実績により算出された拠出金の確定通知によるものでございます。 

 歳入につきましては、国民健康保険税について、６億６，９４６万５，０００

円、対前年比３３．４％の増、これは昨年１２月議会において議決いただきました

保険税の改定により増額となったものでございます。国庫支出金５億７，８７８万

３，０００円、１２．４％の増、療養給付費等交付金２億８，１９３万２，０００

円、２４．９％の増及び県支出金１億５，９６８万４，０００円、８．６％の増
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は、歳出の保険給付費の増加に対応し、増額するものでございます。前期高齢者交

付金の増は、平成２３年度の精算による増額と、団塊の世代の方が、昨年度より、

前期高齢者交付金の対象年齢である６５歳に到達することになり、交付の基準とな

る対象者数が増加することによるものでございます。１５億２，１８８万２，００

０円を計上しております。共同事業交付金、４億１，１１８万円、１９．４％の

増、これは高額な療養費の増額見込みによるものでございます。繰入金のうち、一

般会計繰入金は、保険税改定による保険基盤安定繰入金、これは保険税軽減分でご

ざいますが、この部分の増。また、財政安定化支援事業繰入金の増などにより２億

２，４２８万６，０００円、１５．９％の増となっておりますが、基金の繰入金を

無くしたことによりまして、繰入金全体では２億２，４２８万６，０００円で３

０．７％の減となっております。 

  続きまして、主な事業について、予算に関する説明書により説明いたします。 

  まず歳出を説明させていただきます。予算書の３４０ページ、３４１ページをお

開き下さい。最初に１款総務費でございます。国保事業運営上の経常経費でありま

す人件費、事務費を計上しておりまます。前年比較の増は、人件費による増でござ

います。 

次のページをお開き下さい。次に、２款保険給付費、１項療養諸費です。一般被

保険者６，１９０人、退職被保険者等５１５人を見込み、算定しております。１目

一般被保険者療養給付費については、２２億３，０３７万６，０００円を計上し、

特定財源として、国庫支出金・県支出金として３億８，８７６万円。療養給付費交

付金・前期高齢者交付金・諸収入、合わせまして１４億３，６００万１，０００円

を見込んでおります。 

次のページをお開き下さい。続きまして、２目退職被保険者等療養給付費につき

ましては、２億２９１万７，０００円を計上し、特定財源として、療養給付費交付

金１億４，４９９万３，０００円、諸収入１２万５，０００円を見込んでおりま

す。 

３目一般被保険者療養費、これは、柔道整復師の施術、補装具、はり・きゅう療

養費といたしまして、１，３８３万６，０００円を計上し、特定財源として、国庫

支出金・県支出金として２４１万１，０００円。前期高齢者交付金として８３０万

円を見込んでおります。 
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４目退職被保険者等療養費といたしまして、１８２万５，０００円を計上し、特

定財源として、療養給付費交付金を同額見込んでおります。 

次に、２項高額療養費でございます。高額療養費は、１ヶ月に支払った医療費の

一部負担金が一定額を超えたとき、その超えた分を支給される制度で、１目一般被

保険者高額療養費として、１ヶ月当たり２，４３７万６，０００円を見込み、２億

９，２５１万１，０００円を計上し、特定財源として、国庫支出金・県支出金とし

て、５，０９８万４，０００円。前期高齢者交付金として、１億７，３９４万９，

０００円、共同事業交付金として、６，７５７万８，０００円を計上しておりま

す。 

次のページをお開き下さい。それでは、２目でございます。退職被保険者等高額

療養費として、１ヶ月当たり３３３万３，０００円を見込み、４，０００万１，０

００円を計上し、特定財源として、療養給付費交付金を同額見込んでおります。 

次のページをお開き下さい。４項出産育児諸費・１目出産育児一時金として、一

件あたり４２万円を支給するもので、１５人分６３０万円を計上しております。５

項葬祭諸費として、一件あたり４万円、７０件分、２８０万円を計上しておりま

す。 

３款、１項、同じ項目でございます。後期高齢者支援金等でございます。３億

４，７５４万１，０００円を計上しております。これは、後期高齢者医療制度に係

る支援金で、社会保険診療報酬支払基金に支払うものです。特定財源として、国庫

支出金・県支出金１億５，６６３万８，０００円、療養給付費交付金３，４２９万

１，０００円を見込んでおります。 

次のページをお開き下さい。一番下になります。６款介護納付金・１項同じく介

護納付金１億３，７１１万８，０００円を計上しております。これは介護２号被保

険者に係る納付金で、社会保険診療報酬支払基金に支払うもので、特定財源とし

て、国庫支出金・県支出金６，８５５万９，０００円を見込んでおります。 

次のページをお開き下さい。続きまして、７款、１項、同じ項目でございます。

共同事業拠出金、１目高額医療費共同事業拠出金は、高額な医療費の発生による国

保財政への影響を緩和するため、レセプト１件当たり８０万円を超える医療費を対

象として、各保険者からの拠出金と国・県の負担金を財源として共同事業を行って

おります。この拠出金として、９，８２０万１，０００円を計上し、特定財源とし
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て国庫支出金・県支出金４，９１０万円を見込んでおります。２目保険財政共同安

定化事業拠出金は、市町村間の保険税の平準化と保険財政の安定化を図るため、レ

セプト１件当たり３０万円を超える医療費を対象として、各保険者からの拠出金を

財源として交付金を交付する事業に対して、３億７８２万４，０００円の拠出金を

計上しております。特定財源として、共同事業交付金を同額見込んでおります。 

次に、８款保険事業費・１項特定健康診査等事業費２，４５６万７，０００円で

す。２，１５０人の受診者を見込んでおります。特定財源として、国庫支出金・県

支出金１，７５１万６，０００円、諸収入４，０００円を見込んでおります。 

次のページをお開き下さい。続きまして、２項保健事業費・２目疾病予防費は、

４３８万６，０００円の減額でございます。これは、国保の被保険者が、がん検診

を受ける場合、その負担金を国保より負担しておりましたが、負担金を徴収してい

る後期高齢者医療や他保険加入者との平等性と受益者負担の原則を保つため、ま

た、近隣市町での国保負担の事例がないことから、健康増進課において国保の被保

険者からも負担金を徴収することになりました。これにより、昨年度予算計上して

おりましたがん検診等国保被保険者負担金助成を廃止し、相当額の減額としており

ます。 

次のページをお開き下さい。１０款諸支出金・２項繰出金です。１目直営診療施

設勘定繰出金２６２万５，０００円を計上しております。これは、美祢市立美東病

院の医療機器等の整備に係る繰出金で、特定財源として国庫支出金を同額見込んで

おります。 

 続きまして、歳入を御説明いたします。３２８ページ、３２９ページをお開き下

さい。歳入でございます。１款国民健康保険税・同項目国民健康保険税でございま

す。平成２４年７月の賦課状況に基づきまして、新たな税率により算定しておりま

す。現年度分の収納率については特別徴収は１００％。普通徴収につきましては、

一般被保険者分９３％、退職被保険者等の分ついては、９６．０４％と見込み、滞

納繰越分については、一般被保険者分、退職被保険者等分ともに収納率を１５％と

して算定しております。一般被保険者は６，１９０人と見込み、一般被保険者国民

健康保険税として、６億１，１６６万６，０００円、退職被保険者等は５１５人と

見込み、退職被保険者等国民健康保険税として、５，７７９万９，０００円。 

続きまして、３３０、３３１ページをお開き下さい。二つ合わせまして、６億
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６，９４６万５，０００円、平成２４年度に比べ、１億６，７４５万３，０００円

の増加となっております。国庫支出金・県支出金・療養給付費等交付金につきまし

ては、それぞれの負担率に応じ計上しております。 

それでは、３３２ページ、３３３ページをお開き下さい。真ん中のほどになり

ますが、５款前期高齢者交付金・１項同じく前期高齢者交付金、１５億２，１８

８万２，０００円です。これは６５歳から７４歳までの前期高齢者の医療費にか

かる社会保険診療報酬支払基金からの交付金です。前期高齢者医療制度に基づき

実施されているもので、全国の６５歳から７４歳の方の医療費を国保や他の健康

保険等の各保険者で調整を行うものです。前期高齢者の加入率が高い保険者には

交付金が支出され、低い保険者は納付金を支出することにより調整が行われるも

のでございます。平成２４年度より、団塊の世代の方が、前期高齢者交付金の対

象年齢である６５歳に到達すること、また、平成２３年度分の追加調整により前

年に比べ交付金が１億４，５８４万９，０００円増加しております。 

それでは、３３４、３３５ページをお開き下さい。次に、９款繰入金・１項一

般会計繰入金２億２，４２８万６，０００円でございます。これは、一般会計よ

り国・県が示す制度基準内繰入金でございます。説明欄、保険基盤安定繰入金、

これは、保険税軽減分でございますが、９，１３２万６，０００円。３３７ペー

ジをご覧下さい。保険基盤安定繰入金、保険者支援分といたしまして、１，４４

６万７，０００円、職員給与費等繰入金６，０４０万４，０００円、出産育児一

時金等繰入金４２０万円、財政安定化支援事業繰入金３，６８２万１，０００円

でございます。その他一般会計繰入金といたしまして、１，７０６万８，０００

円、これは、国保被保険者負担軽減対策費助成事業で、福祉医療制度の実施に係

る国保負担軽減対策繰入金となっております。 

９款繰入金・項基金繰入金・目国民健康保険基金繰入金については、本年度は

計上しておりません。なお、平成２４年度予算計上しております１億３，０００

万円の基金を取崩するといたしますと、平成２５年度末の基金残高は、１億２，

６９６万３，０００円となる見込みでございます。以上で説明を終わります。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それでは、質問させていただきます。今、説明がありました
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けれども、この平成２５年度の本年度予算で国民健康保険給付費、これが２７億

９，９０５万７，０００円ということで、前年度よりも３億５，１０３万１，００

００円ということで非常に、前年度に比べて高くなっております。これは、いずれ

にしても、何て言いますかね、６５歳以上の１人当たりの医療費は６５歳未満に比

べたならば、４倍の医療費がかかるということで、こういった点はヨーロッパに比

べたら遥かに日本は高いという評価があるんですけど、これについて、今回は、ま

た団塊の世代が６５歳以上になりますし、そういったところの一段と６５歳以上の

方の人数が増えて、それにかかる見込みとして、保険給付費が一段と高くなったと

いうことをもって高くなったということを見ていいわけですね。これについて質問

します。 

○委員長（岩本明央君） はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） 只今の岡山委員の御質問にお答えいたしま

す。まず、医療費が増嵩しているという傾向につきましてですが、国民医療費とい

う形で出た数字でございます。年間だいたい３％程度は、上がっているということ

でございますが、このうち高齢化による上昇率が１．５％程度。それとほかに医療

費の医療の高度化等による医療費の増嵩というものが１％から２％という話をきい

ております。これを合わせまして３％程度の増となるわけでございます。 

また美祢につきましては、先ほど委員も言われましたように、高齢化率が上がっ

ている状況にございまして、その見込みと本年度の決算等の見込みを合わせまし

て、医療費が上がるというふうに判断して、この金額ほどの増加となっておりま

す。以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） よろしいですね。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 医療費が高額になっていく、その内訳について今説明があり

ましたので、概略わかりました。そういうことで、今、さっき別なところで説明が

ありましたけれども、この国民健康保険これに対する、保険税に対する、この基金

が、２４年度取り崩して１億２，６００万程度しかない。前年度では、１億３，０

００万取り崩して充てたと。今度、充ててしまえは、当然基金がもうゼロ。逆には

マイナスになるということを見ても、見られるということですね。 

これに対して今後、この基金が今回、平成２５年度中で取り崩したらゼロという

ことになりますので、そうなると非常に、何て言いますか、美祢市におけるこうい
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った医療制度っていうものが非常に厳しくなるというのが誰が見てもわかります。

その辺について、どのようなご見解でおられるかお尋ねしたいと思います。 

○委員長（岩本明央君） はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） 只今の御質問についてお答えいたします。医

療費の増嵩につきましては、これといっていい決め手というものは、ないものでご

ざいますので、現在、以前から御説明していますように、特定健康診査もしくは特

定保健指導というものを通じまして、メタボリックシンドローム等の病気にかかる

方達を予防していくという形を進めておるところでございます。今年度につきまし

ても、昨年に続き、その受診率も上昇しておるようなところでございます。 

それとほかには、ジェネリック薬品の使用促進という形をとりまして、医薬品の

値段を下げるということで、費用を下げていくという形をとらさせてもらっており

ます。 

ほかには、健康増進課との連携等を行っております。その辺につきましては、健

康増進課長からも御説明させていただいてもよろしいでしょうか。（発言する者あ

り）よろしいですか。以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それぞれ、担当部署で努力されておられるということは、よ

くわかっております。しかし、それにも関わらず、ここまで高齢化ということで、

医療給付に多くのお金がかかるということは、なかなか対応が難しいとは思ってお

ります。 

それで、山口県は、最近の調査結果がありましたけれども、この高齢者が寿命年

齢、これが長野県が日本一になって長寿県になったということは、新聞紙上で載っ

ております。それに対して山口県がどうか、４７都道府県のうち確か３５前後ぐら

いじゃったと。 

そして医療給付については、逆にそれだけ長寿じゃない関係、病気になられる

方、医療費が増えるということで、逆にこの給付が医療費が多くかかるということ

で、１０位ぐらいでしたね。そういったことで努力されているけれども、この辺と

いうものが結構、何か定着しておるかなあということを感じております。 

そういったところのものっちゅうのは、保険証があれば自由に機関、三つも四つ

も、この保険証をもってフリーアクセスっていう形で三つも四つもいくことによっ
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て、本当に、何て言うか、医療費が非常に高くかかってきている。こういったとこ

ろのものをいかに、何て言いますかね、健康増進課とか、また国保担当者と、その

辺は横の連携をタイアップしながら、どうするかということをしっかりとやってい

かなければ、進まないと思うんですよね。 

だから、そういったところのものに関して、長野県では、そういった対策がしっ

かりと進んで、そういったフリーアクセスの弊害というのを少しずつ、クリアして

いる点もありますので、そういった、やっぱし先進地の長野県のこの医療対応につ

いて、どのような形で進めているかどうか。この辺について、承知している点があ

れば教えていただきたいし、今後の取り組みに対しての対応お願いしたいと思いま

す。 

○委員長（岩本明央君） はい、井上健康増進課長。 

○市民福祉部健康増進課長（井上孝志君） 岡山委員の御質問にお答えします。長野

県はご承知のとおり長寿日本一ということで、特に過去、長野は諏訪中央病院とい

う大きい病院があります。テレビでもＮＨＫでも時々出られております鎌田實先生

が今、名誉委員長をされておりますけれども、その先生が病院を中心に、先ほど、

地域包括ネットワークというのがありましたけど、保健、医療、福祉のネットワー

クが非常にきちんと出来てます。特に諏訪は強いんですけども。それが何十年とい

う長い歴史の中で、組み立てをされている中で進んできたもので医療費が全国的に

も低いというのが最も進んでいるところです。 

近隣では、あと広島に御調というところが、まあ合併しましたけれども、旧御調

町あたりも国保の中では非常にすばらしい成果を、今言ったのは、地域包括ケアシ

ステムを作られてやっていらっしゃいます。それをあと愛媛県にも１箇所そういう

ところがございます。全国的にはそういういろんな事例があります。 

先ほど言いましたように、保健、医療、福祉が一体とならなければ進まない。正

直言ってまだまだ医療と福祉についても連携が不十分だなと思ってます。先般、条

例も制定していただきましたけれども、それを基にしてもっと共同作業を進めるよ

うな形で、今、展開を始めております。 

具体的には、今、国保連合会に対しまして、うちの医療費がどこの分野で一番高

いのか、レセプトの内容をもうちょっと精査をしていただくように、市民課を通じ

て調査依頼をかけております。今まで、連合会から明確なものが出てきませんでし
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たので、それを出していただいて、私どもの保健師の保健指導について具体的に、

もうちょっと具体的に展開できるようしていきたいということを、とりあえず今、

進めて調査してるところです。今後とも部内会議も定期的に行っておりますので、

関係部署相談して、先進地の事例も捉えながら進んでいきたいというふうに思って

います。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、簡潔にお願いいたします。岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） よくわかりました。いずれにしても、こういった問題につい

ては私どももしっかりと勉強しながら、すぐぱっと効果が出るというわけでもない

という点もありますので、まあしっかりとそういった行政のほうで連携しながら、

そういった方向にしっかりと進んでいくということが大事でありますので、こうい

った点については、今後勉強して、そして一般質問を通して市民の皆さんにわかり

よい形で、しっかりと見ていただくと。こういった対応をしっかりと推し量ってま

いりたいと思います。以上です。 

○委員長（岩本明央君） そのほか質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第９号平成２５年度美祢市国民健

康保険事業特別会計予算を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議はございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第９号は原案のとお

り可決されました。 

次に議案第１０号平成２５年度美祢市観光事業特別会計予算を議題といたしま

す。執行部より説明を求めます。大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） それでは、議案第１０号平成２５年度美

祢市観光事業特別会計予算について説明いたします。まず、歳入のほうから御説明

申し上げます。予算書の３６８、３６９ページをお開き下さい。 

１款観光収入・１項観光収入・１目観覧料６億４，０８０万円でございます。こ

れは秋芳洞６１万人、大正洞１万３，０００人、景清洞２万４，０００人の入洞客
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数を見込んだものでございます。 

１款観光収入・２項養鱒場収入・１目鱒販売収入５７２万１，０００円につきま

しては、ニジマス５万２，０００匹の販売収入を見込んでおります。 

３目鱒釣収入９７７万５，０００円につきましては、２万３，０００匹相当の鱒

釣収入を見込んでおります。 

２款使用料及び手数料・１項使用料・１目観光事業使用料２，３３２万９，００

０円、主なものは、広谷駐車場使用料２，２００万円でございます。 

なお、これまで計上しておりました、秋吉台リフレッシュパーク施設使用料は、

２５年度から指定管理となりますので、計上しておりません。 

続きまして、３７０、３７１ページをお開き下さい。２目養鱒場使用料１８０万

円。これは、釣具使用料として１本３００円の６，０００本の貸出を見込んでおり

ます。 

続きまして、３７２、３７３ページをお開き下さい。５款繰入金・１項一般会計

繰入金・１目一般会計繰入金２２９万５，０００円。これはトロン温泉の福祉部分

に係る一般会計からの繰入金でございます。 

６款諸収入・２項雑入・１目雑入１，４５１万９，０００円。主なものといたし

まして、冒険コースの利用料が９６９万９，０００円でございます。その他雑入に

つきましては、落雷被害等保険料の収入を見込んでおります。歳入は、以上でござ

います。 

続きまして、歳出について御説明いたします。３７４、３７５ページをお開き下

さい。１款観光総務費・１項総務管理費・１目一般管理費につきましては、１億

９，９５５万４，０００円を計上しております。 

主なものといたしまして、手数料が２，０５５万円。これは旅行業法により登録

されております旅行業者が、送客した観覧料金の１２％を支払う斡旋手数料が主な

ものでございます。業務委託料９８０万２，０００円。これは、総合案内業務２９

７万円、観光施設台帳整備業務５１４万５，０００円、観光センター夜間管理業務

１６８万７，０００円でございます。指定管理料５，９６３万円。これは秋吉台リ

フレッシュパークと家族旅行村を一括管理する指定管理料でございます。 

  続きまして、３７６、３７７ページをお開き下さい。繰出金１，７１６万５，０

００円。これは、環境衛生事業への繰出金で、秋吉台・秋芳洞地域の環境保全のた
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めに設置した下水道事業費でございます。 

２目施設管理費は、３，７１８万５，０００円計上しております。主なものは、

修繕料が１，０６８万７，０００円、清掃委託料７７０万６，０００円でございま

す。続きまして、環境整備委託料４９６万６，０００円。これは、中国自然遊歩道

関連の委託料や自然公園利用施設等の環境整備の委託料でございます。施設保守委

託料が３９１万９，０００円。主なものは、昇降機保守委託料２２６万８，０００

円、ＬＥＤ点検保守６６万３，０００円、そのほか、落石防止、洞内電話、自動ド

ア等の保守委託料でございます。業務委託料３１８万３，０００円。主なものは、

昇降機坑内廃棄物処理が２４０万円となっております。施設整備工事３００万円。

これは、施設の老朽化に伴う施設保守のための改修工事を予定しております。 

続きまして、２項業務管理費・１目秋芳洞業務管理費が７，７８１万９，０００

円でございます。３７８、３７９ページをお開き下さい。業務委託料７０９万２，

０００円。秋芳洞案内所に設置してあります入金機オンラインシステム業務委託料

と有料駐車場２箇所の料金徴収業務の委託料でございます。秋芳洞案内業務委託料

４，９３９万３，０００円につきましては、秋芳洞の案内所の窓口及び案内業務を

行います委託職員２２名分の業務委託料であります。機器借上料５８５万５，００

０円につきましては、洞内電話システム使用料、自動案内システムリース料、入洞

料金管理システム料等であります。 

  続きまして、２目大正洞・景清洞業務費が１，８７６万１，０００円です。大正

洞・景清洞案内業務委託料１，２２０万６，０００円。これは、大正洞・景清洞の

案内所の窓口及び案内業務を行います委託職員６名分の業務委託料であります。 

３８０、３８１ページをお開き下さい。３目養鱒場業務費が２，２０２万１，０

００円です。主なものは、飼料費４５７万２，０００円、養鱒場業務委託料２０４

万円でございます。 

○委員長（岩本明央君） 綿谷観光振興課長。 

○総合観光部観光振興課長（綿谷敦朗君） 続きまして、予算書３８２、３８３ペー

ジをご覧下さい。２款観光振興費・１項観光振興費・１目一般管理費について、主

な事業につきまして御説明いたします。 

００２一般管理費でございます。３８３ページの下から６行目の業務委託料３，

５５６万４，０００円を計上しております。内容は、観光プロモーション事業とし
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て２，１０１万円、着地型観光運営事業として７１５万円、おもてなし人づくり、

おもてなし認定事業として７２６万円を計上しております。観光プロモーション事

業につきましては、従来、市が行っておりました観光宣伝、パンフレットの作成な

どを統一感を図り、民間のノウハウを積極的に活用し、スピード感をもって社会の

ニーズに対応すべく組織強化を図る美祢市観光協会に委託するものであります。着

地型観光運営事業は、お奨め観光コースの提案など、着地型観光の構築を図ろうと

するものであります。おもてなし人づくり、おもてなし認定事業は、観光事業者、

観光関係団体など、美祢市の顔となる人材の育成と観光振興における協力体制の構

築を図るものであります。 

 次に、００３国際観光推進経費として１，５６４万１，０００円を計上しており

ます。これは、主に、台湾及び韓国をターゲットとしたプロモーション経費であり

ます。３８５ページをご覧下さい。臨時職員賃金１７２万２，０００円は、台北市

に開所しました美祢市台北観光・交流事務所で、通訳及び関係機関とのコーディネ

ートをしていくものであります。報償金２４０万円は、美祢市台北観光・交流事務

所の運営に関し、台湾の事情に精通した方への相談並びにアドバイスが必要なこと

から、事務所運営アドバイザー料として計上しております。 

 次に特別旅費２３５万６，０００円は、台湾及び韓国へのプロモーションに要す

るものであります。 

 続いて、業務委託料２２８万９，０００円につきましては、主なものとして、秋

吉台地域の案内・解説をスマートフォン対応したアプリの開発を行い、受入体制の

環境整備を図るものであります。 

 最後に、国際観光・交流推進協議会補助金３８８万７，０００円を計上しており

ます。これは、現在は、観光交流を主に活動しておりますが、この活動の中で、人

的交流、物的交流のお話も伺っているところであり、関係機関と協議する場を設置

するものであります。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 続きまして、３款公債費・１項公債費・

２目利子１８０万４，０００円でございます。これは、一時借入金利子を計上して

おります。 

 ４款予備費・１項予備費・１目予備費としまして、２億５，０３２万３，０００
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円を計上しております。 以上で説明を終わります。よろしく御審議をお願いいた

します。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、俵副委員長。 

○副委員長（俵  薫君） ３７６、３７７、２目の施設管理費の説明でいきます

と、環境整備委託料。この中に中国自然歩道も含まれていると言われたと思うんで

すが、その歩道というのは秋吉台から北部に行けば、青景地区におりていく、あの

歩道という認識でよろしいでしょうか。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 中国自然遊歩道ですよね。これは、美東

町の薬王寺からずっと来まして、秋吉台を通って於福のほうに向かっていく道を想

定しております。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、俵副委員長。 

○副委員長（俵  薫君） よくわかりました。私、現役の消防団員でありまして、

先日の山焼きにも行ってまいりました。ちょうど、私が管轄している地域が秋吉台

の中国自然遊歩道が終わって、青景地区へおりていくっていうところであります。

地元の方から山の中があまりいい環境じゃないということで、ご指摘を受けまし

た。 

実際、山焼きが終わった後、ちょっと入ってみました。松の木が横になっておっ

たり、いつ倒れてくるかわからないような松の木がいっぱいあったり、どこまでど

ういうふうな業務委託の内容になっているのか御説明ください。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 今、俵委員の言われました、青景に向か

って行くほう。これはちょっと中国自然歩道から外れておりますので、私どもの管

轄ではないというふうに認識しておりますので、詳細はよくわかりません。以上で

す。 

○委員長（岩本明央君） はい、伊藤建設経済部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 俵委員の言われました道につきましては、山焼きの

関係ということで聞きましたので、当然山焼きのほう円滑に作業をせんといけませ

んので、確認し次第、農林のほうで確認しまして倒木等があれば、その辺は対応し
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たいと思いますので、その辺で調査していただきたいと思います。 

○委員長（岩本明央君） よろしいですね。はい、そのほかございませんか。下井委

員。 

○委員（下井克己君） ３７５ページの指定管理委託料の件なんですけど、４月１日

より指定管理者が変わりまして、移行してやるわけなんですけど、スムーズな状況

で進めるのかどうか、ちょっとその辺、情報があれば教えていただければと思いま

す。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 引き継ぎにつきましては、まず、リフレ

ッシュパークは年明けから担当者と里山ネットワークの理事さんと、随時交流しな

がら、そして今は、職員の方も一緒に入っていただきまして、実際に業務を行って

おります。 

家族旅行村につきましても、先日、数日前から実際に里山の理事さんと、そして

今現、旅行村で働いておられる職員の方等の面接も行いまして、実際に引き継ぎ等

も順次、スムーズに行っている状況でございます。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、そのほか。はい、俵副委員長。 

○副委員長（俵  薫君） ３７８、３７９の秋芳洞業務費、大正洞・景清洞業務費

の中の秋芳洞案内業務委託料、大正洞・景清洞案内業務委託料、委託職員と言われ

ましたけど、これ臨時職員じゃないんですか。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 御指摘のとおり形態は、臨時職員であり

ます。ただ一応、業務の案内業務とか、窓口業務とか、そういった業務全般を、委

託契約書に基づいて委託契約を結んでおります。それで委託料として計上しており

ます。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、俵副委員長。 

○副委員長（俵  薫君） はい、ちょっとよくわかんなかったもんで、お伺いした

んですが、委託職員でもいいんですけど、例えばその委託職員の方の業務管理等に

職員の監督等はどこでやられているんでしょうか。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 業務管理にはそれぞれ秋芳洞関係と、そ



－39－ 

して美東の大正洞・景清洞関係、それぞれ係長が１名ずつおります。その係長が全

般の委託職員の業務の監督なり指導を行っております。 

○委員長（岩本明央君）はい、そのほかございませんか。はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） 歳入で秋芳洞６１万人というように言われました。これは、

来年度６１万人でしょうが、ことし因みに実績はどのくらいになりますでしょう

か。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） ２４年度の見込みでございますけど、現

在のところ約５９万人前後を予定しております。若干、ちょっと分析しますと昨

年、ゴールデンウィークが若干少なかったのと、７月がちょっと減少いたしまし

て、そのほかは昨年とさほど関係はないんですが、それが影響いたしまして、約１

万人近い減少になっております。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君） よろしゅうございます。がんばろうということで、まあひと

つ頑張っていただきたいというふうに思います。 

それからもう一つ、先ほど俵委員さんが言われました３７９ですね、秋芳洞案内

業務委託料ということで２４年が２２名、２５年も２２名というふうな説明じゃっ

たろうと思いますけど、お金の面で約４００万円ばかり増加しておりまして、特に

何か事情があるんかのうと思いましてお尋ねです。 

○委員長（岩本明央君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） ２５年度、委託職員のそれぞれ人数は変

わっておりませんけど、中の組織でですね、特に委託職員の質の向上を目指すこと

から、それぞれの部署の責任者を今、決めることとしております。それとそれを補

佐する副主任と言いますか、そういったものを予定しております。 

そういった関係で、手当を１日当たりですけど、主任に対しては５００円、副主

任に関しては３００円の手当を予定しております。それとあと、今までは、それぞ

れの夏、冬の特別の手当等を出しておりませんでしたけど、今年度、夏は２万円、

冬は３万円程度の俗に言う素麺代、餅代程度の手当を出すふうに予定しておりま

す。そういった関係で委託料が増加しております。以上です。 

○委員長（岩本明央君） はい、秋枝委員。 
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○委員（秋枝秀稔君） わかりました。皆さんが働きやすく、働く意欲が出るような

管理していただいたら、金が１００万かかっても２００万で収入がありゃあええこ

とですから、ひとつ頑張っていただきたいと思います。 

それからもう一点、３８３ページ業務委託料３，５５６万４，０００円というふ

うになっておりまして、昨年の予算書見ますと１，４００万円で約２．５倍に膨れ

ております。先ほど説明いただきまして、わかりましたんで、お金が増えたら増え

たようにしっかり頑張っていただいて、観光事業を発展させていただけたらという

ふうに思っております。一応これは意見として、はい。 

○委員長（岩本明央君） そのほかよろしいでしょうか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第１０号平成２５年度美祢市観光

事業特別会計予算を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第１０号は原案のと

おり可決されました。 

４時まで暫時休憩をいたします。 

午後３時４８分休憩 

   

午後４時００分再開 

○委員長（岩本明央君） 休憩前に続き、会議を再開いたします。 

次に議案第１２号平成２５年度美祢市住宅資金貸付事業特別会計予算を議題とい

たします。執行部より説明を求めます。三浦地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（三浦洋介君） それでは、議案第１２号平成２５年度美

祢市住宅資金貸付事業特別会計予算につきまして御説明申し上げます。予算書の３

６、３７ページをお開き下さい。 

  美祢市住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８１

万２，０００円とするものであります。 
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 まず、歳出から御説明申し上げます。同じく、この予算書の４１４、４１５ペー

ジをお開き願います。 

  １款住宅資金貸付費でございます。これは、今日では貸付事務はございませんの

で、償還事務に係る経費でございまして、１０万８，０００円計上しております。

特定財源として住宅資金県補助金７万９，０００円、諸収入２万９，０００円を見

込んでおります。 

 次に２款公債費・１項公債費・１目元金及び２目利子は、それぞれ総務省への償

還金であります。元金・利子あわせて８８万５，０００円計上しております。特定

財源といたしまして、諸収入８８万５，０００円を見込んでおります。 

 次に３款予備費といたしまして、８１万９，０００円計上しております。特定財

源として、諸収入８１万９，０００円を見込んでおります。 

 続きまして、歳入を御説明いたします。４１２、４１３ページにお戻り下さい。 

  １款県支出金・１項県補助金・１目住宅資金補助金でございます。これは、償還

推進助成事業県補助金でありまして、補助基準額の４分の３の７万９，０００円を

見込んでいます。 

 次に２款諸収入・１項貸付金元利収入・１目住宅資金貸付金元利収入でありま

す。１７３万３，０００円見込んでおりまして、資金貸付に伴う償還金でありま

す。 

なお、今日までの未償還分につきましては、平成２５年度におきましても引き続

き臨戸訪問、電話催告などにより、積極的に債務整理を行うこととしております。

 以上でございます。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第１２号平成２５年度美祢市住宅

資金貸付事業特別会計予算を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第１２号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第１４号平成２５年度美祢市介護保険事業特別会計予算を議題といたし

ます。執行部より説明を求めます。白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄次君） 続きまして、議案第１４号平成２５年度

美祢市介護保険事業特別会計予算につきましての御説明を申し上げます。恐れ入り

ますが、予算書の４７ページをお開き願います。 

 ４７ページの第１条でございますが、平成２５年度美祢市の介護保険事業特別会

計の予算につきまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２８億８，８５６

万６，０００円と定めるものでございます。詳細につきましては予算書に基づきま

して、主な部分を御説明いたしたいと思いますので、恐れ入りますが、予算書の４

４６、４４７ページをお開き願います。 

最初に、歳出の方から説明を申し上げたいと思います。まず、１款総務費・１項

総務管理費・１目一般管理費につきまして、４，７２０万円を計上いたしておりま

す。 

説明欄の００２一般管理経費につきまして、１，０２３万６，０００円を計上し

てございます。 

平成２５年度におきまして、業務量の増大に対応するため臨時職員１名の雇用を

予定していることから、社会保険料２１万９，０００円、雇用保険料２万円、臨時

職員賃金１４６万７，０００円をそれぞれ増額を行っておりますが、その一方で電

算運用支援委託料につきまして、平成２４年度で実施しました介護保険システム改

修の減額等により減額となるものであります。 

次に４４８、４４９ページをお開き願います。続きまして３項介護認定審査会費

にでございます。 

まず、１目介護認定審査会費につきましては、要介護・要支援の認定や介護度を

判定する介護認定審査会委員に支給する委員報酬が主なものであります。前年度と

比較をいたしまして、開催回数の増を見込み１８万円を増額しております。一方で

前年度当該費目で措置しておりました臨時職員１名分の賃金の削減等により４４万

４，０００円減の９００万２，０００円を計上したものでございます。この削減を

した臨時職員につきましては、その業務内容を見直して、先ほど御説明をいたしま
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した一般管理費において対応することとしております。 

その下の次の２目認定調査等費につきましては、認定調査にかかる経費で、調査

員に対する人件費や、介護認定審査の際に必要となる主治医意見書に対する手数料

が主なものでございます。前年度と比較して４３万円増の２，１３０万３，０００

円を計上してございます。増の主なものとすれば、認定調査の充実を図るため、嘱

託職員の増員による職員体制の変更を予定していることによるものであります。 

続きまして、４５０、４５１ページをお開き願います。２款保険給付費、特に１

項介護サービス等諸費につきまして、要介護に認定された被保険者が介護サービス

を利用された際の給付事業に係る経費でございます。介護事業計画等を踏まえ、平

成２４年度の実績見込み等を勘案をし、予算額を計上いたしたところでございま

す。主なものといたしましては、１目の居宅介護サービス給付費７億８，９８６万

７，０００円、３目地域密着型介護サービス給付費２億４，４８３万７，０００

円、それから５目施設介護サービス給付費につきましては、１２億１，５９７万

４，０００円等々でございます。 

  続きまして、４５４、４５５ページをお開き願います。続きまして、２項介護予

防サービス等諸費についてでございます。ここでは、要支援１及び２に認定された

被保険者が介護予防サービスを利用された際の給付事業に係る経費について予算計

上をいたしたものでございます。主なものとして、１目介護予防サービス給付費１

億３，３５９万３，０００円が主なものとなってございます。 

続きまして、４５８、４５９ページをお開き願います。ページ中ほどでございま

すが、４項高額介護サービス等費につきましては、要介護・要支援者が１カ月に支

払った利用者負担が一定の上限を超えたとき、申請により償還払いをするサービス

でございます。介護・介護予防併せまして、表の一番下の計でございますけれど

も、４，８５１万３，０００円を見込んでおるところでございます。 

  続きまして、その下の５項高額医療合算介護サービス等費についてでございま

す。これは医療と介護の自己負担が著しく高額になる場合の負担を軽減するため、

医療と介護の自己負担額を合算したときの年額の自己負担限度額を設定し、その限

度額を超えている場合、被保険者が申請をすれば、限度額を超えた額を健康保険、

介護保険で按分して支給するサービスでございます。次のページの４６０ページの

上の方でございますけれども、介護と介護予防とを併せてまして、７０５万３，０
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００円を計上いたしたところでございます。 

  続きまして、その下の６項特定入所者介護サービス等費につきましては、低所得

の要介護・要支援者が施設サービスを利用した際の食費や居住費について、補足給

付として支給するサービスでございます。介護と介護予防を併せて、４６２ペー

ジ、恐れ入りいますがページを移していただきまして、一番上の方ですけれども、

１億３，５４２万８，０００円を計上いたしたところでございます。 

  続きましてその下、３款地域支援事業費・１項介護予防事業費・１目介護予防一

次予防事業費について説明でございます。２５年度におきましても平成２４年度に

に引き続きまして、健康運動指導士や管理栄養士など専門の知識を持つ方によりま

す複合型介護予防教室、我々はぱわふるシニア教室という名前で御案内いたしてお

りますけれども、そういった教室や認知症予防教室を開催するとともに、地域グル

ープ補助金により、各地域で活動をされているいきいきサロンに対してまして、財

政的援助を行うこととしております。総額は、４９１万９，０００円を計上してご

ざいます。 

次のその下の２目介護予防二次予防事業についての御説明でございます。新年度

の主な経費につきましては、右の説明欄に記載をしてございますけれども、まず二

次予防事業対象者把握事業委託料として４１８万３，０００円を計上してございま

す。そして、市内の社会福祉法人や民間事業所に業務委託し、対象者に対して介護

予防プログラムを実施していただく生活管理指導事業等委託料、我々はきらめきシ

ニア教室という名前でご案内いたしておるところでございますが、これの委託料と

して２４０万円をそれぞれ計上いたしているところでございます。総額につきまし

ては、見込みに基づき８７５万１，０００円を計上いたしてございます。 

続きまして、４６４、４６５ページをお開き願います。続きまして、２項包括的

支援事業・任意事業費について御説明でございます。まず、１目介護予防ケアマネ

ジメント事業費におきまして、前年度と比較して１７万３，０００円減の１，８３

８万円を計上してございます。主要事業につきましては、右の説明欄にございます

００２介護予防ケアマネジメント事業のとおりでございます。これは、介護予防二

次予防事業対象者に対する介護予防事業及び要支援１・２の認定者に対するケアマ

ネジメントを行う事業に要する経費でございます。主なものはケアマネージャの人

件費とケアプラン策定の業務委託料であります。 
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続きまして、２目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費についてでござい

ます。前年度と比較して２５０万９，０００円減の３，１０９万９，０００円を計

上しております。主要事業につきましては、右の説明欄、００２包括的・継続的ケ

アマネジメント事業でございます。これは、地域の高齢者が住み慣れた地域で暮ら

すことができるよう、主治医、ケアマネージャ等との他職種協働、それから地域の

関係機関との連携により、包括的・継続的なケアマネジメントを実現するための後

方支援を行うものでございます。ここでは、職員等の専門知識や技術の向上、それ

から体制づくりの強化を図るための研修会等にかかる経費、あるいは４６７ペー

ジ、上の方になりますけれども、美祢東地域包括支援センターへの委託料１，５１

６万５，０００円が主なものでございます。 

  続きまして、その下の３目任意事業費についてでございます。前年度と比較して

２００万円減の２，１１５万９，０００円を計上してございます。この費目におき

まして、判断能力の低下した認知症高齢者の権利擁護のための成年後見制度の利用

支援や配食サービス、要介護者を介護する家族等に介護方法等を習得していただく

ための教室の開催に係る経費を計上しておるところでございます。 

歳出に係ります主な説明につきましては以上でございます。 

続きまして、歳入について御説明でございます。恐れ入りますが、４３８、４３

９ページにお戻り願います。 

まず、１款保険料・１項介護保険料・１目第１号被保険者保険料につきまして

は、第１号被保険者、すなわち６５歳以上の高齢者から納付をいただきます保険料

でございます。１節の現年度分特別徴収保険料が４億４，８１４万５，０００円、

２節の現年度分普通徴収保険料が２，８６０万５，０００円、３節の滞納繰越分普

通徴収保険料が１，０００円で、総額として４億７，６７５万１，０００円を計上

してございます。 

続きまして、２款分担金及び負担金でございます。これは地域支援事業あるいは

介護予防事業に対しまして、参加者あるいはサービスの利用に伴いまして、その御

本人から徴収をいたすものでございますけれども、総額として８５１万２，０００

円を計上しておるところでございます。 

続きまして４４０、４４１ページをお開き願います。一番上の４款国庫支出金・

１項国庫負担金・１目介護給付費負担金につきましては、給付事業に対します国か
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らの負担部分で、４億７，１３１万円を計上してございます。 

続きましてその下の２項国庫補助金につきましては、市が実施をいたします地域

支援事業等に対する国の補助金でございます。総額で一番下でございますけれど

も、２億２，８３７万７，０００円を計上いたしておるところでございます。 

続きましてその下の５款支払基金交付金でございます。これは社会保険診療報酬

支払基金からの交付金でございまして、総額で７億９，０７７万３，０００円を計

上しております。 

その下の６款県支出金・１項県負担金でございます。１目介護給付費負担金につ

きましては、給付事業に対します県からの負担部分でございます。総額で４億１，

０６３万４，０００円を計上いたしております。 

続きまして４４２、４４３ページをお開き願います。一番上の２項県補助金でご

ざいます。これは市が行います地域支援事業等事業に対する県の補助金でございま

す。総額で１，０２６万１，０００円を計上してございます。 

なお一番下にあります財政安定化基金交付金につきましては、これは平成２３年

度もちまして廃止をされておりまして、残金についても精算されますので、２５年

度につきましては０でございます。 

それから一番下の８款繰入金でございます。１項の一般会計繰入金につきまして

は、介護保険事業実施に対する一般会計からの繰入金でございます。総額で、４億

３，９２４万２，０００円でございます。 

続きまして４４４、４４５ページをお開き願います。２項基金繰入金でございま

ずが、介護給付費準備基金繰入金につきまして、４，４２５万５，０００円を計上

いたしてございます。 

最後でございますが、一番下でございます。１０款諸収入・２項雑入につきまし

ては、１目第三者納付金、２目返納金につきましては、それぞれ前年度と同額の

１，０００円を計上しております。３目雑入につきましては、８４０万３，０００

円を計上してございます。右の説明欄にございますけれど、介護予防支援費収入

と、これは介護予防ケアプランの作成に対する報酬でございまして、８３３万７，

０００円を計上いたしたものでございます。 

以上で説明が終わりでございます。御審議につきまして、よろしくお願いしま

す。 
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○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 予算書の４５０ページなんですけど、この居宅介護サービス

給付費、そして地域密着型介護サービス給付費、そして施設介護サービス給付費っ

てありまして、今回前年度に比べて皆比較していくならば、その給付費が居宅では

２，０００万円下がってます。そして地域密着型も１，１００万下がっています、

減額。施設介護サービス給付、これは３，５００万円程度下がっておりますけれど

も、この要因というのは、それぞれ介護を受けられて、そして要介護３、４、５、

そういった方が対象となっていると思いますけれども、こういった方が平成２４年

度中に多く亡くなったために、介護サービス給付費が減額となったのかどうか、ち

ょっとその辺についてまずお尋ねしたいと思います。 

○委員長（岩本明央君） はい、白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄治君） 只今の岡山委員の御質問についてお答え

したいと思います。介護サービス等費でそれぞれ給付費が下がっておると、この要

因は何かということでございますけれども、数的にはほぼ同レベルか、ちょっとず

つ増えておるという状況でございますけれども、ご存じのとおり平成２４年度に報

酬改定がなされまして、そういった部分も多少影響しておるのかなあというところ

でありますので、まだ年度の、１年間まだ経っておりませんで、その辺の分析がま

だ整っておりませんけれども、今私どもが持っている数字の中で、この２５年度の

予算を予算計上したところでございます。 

また、その傾向等が固まりましたら、その都度またこの場にていろいろとご指導

いただければと考えております。 

○委員長（岩本明央君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） まあその辺については、報酬の改定等でその辺がまだはっき

りとわからないということでありまして、私はまださっき言った感じで、逆に亡く

なられた方が増えたんかなってそういう思いでちょっとお話をしました。 

  それでそれぞれの今回給付費の比率ですね、居宅、地域密着型、施設介護。居宅

では３５％給付のウエイト、地域密着は１１％、施設、大型の特別養護老人ホーム

である５４％のこういった給付、介護サービス給付措置が施されておりますけれど

も、この辺の比率っていうのは変わっていかないんかどうか。 
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基本的には自宅でしっかりと介護を受けて、人生をしっかりと生きていただきた

いと部分もありましょうし、地域密着型で、地元でしっかりと介護サービスを受け

ていこうということで、この第５期介護事業計画によりましてですね、地域密着

型、本当に地域のその住んでいるところでそういった施設を作っていいただいてお

って、そこで入所をそしていくと。そういう形が今後増えていくかどうか。５期で

はそれが増えていくことによって、また介護給付費が増えていくかどうか。その辺

の見通しについてどのような分析をしておられますか、お尋ねしたいと思います。 

○委員長（岩本明央君） はい、白井高齢福祉課長。 

○市民福祉部高齢福祉課長（白井栄治君） 基本的に施設につきましてはですね、介

護事業計画に掲載をされた事業以外の新たな建設ということはできないわけですけ

れども、特に運営がされております特別養護老人ホームですとか、広域型の分につ

きましてはですね、ほとんど県の方の姿勢といいますか、あまり今後増えていかな

いというふうに捉えておりますので、今後増えていく施設につきましては、地域密

着型が今後は増えていくのかなあというふうに考えておるところでございます。 

○委員長（岩本明央君） よろしいですか。はい、そのほかに質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第１４号平成２５年度美祢市介護

保険事業特別会計予算を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第１４号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第１５号平成２５年度美祢市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題と

いたします。執行部より説明を求めます。杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） それでは、議案第１５号平成２５年度美祢市

後期高齢者医療事業特別会計予算について御説明いたします。予算書５５ページを

お開き下さい。歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億２，９１８万６，００
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０円と定めるものでございます。 

平成２５年度予算は山口県後期高齢者医療広域連合からの通知に基づき編成して

おります。なお、平成２５年度に向けた制度の改正等は特にございません。 

まず、予算の概要書の説明をさせていただきます。予算の概要書の１５ページを

お開き下さい。予算額は４億２，９１８万６，０００円、前年度４億２，６０４万

９，０００円に比べ、３１３万７，０００円、０．７％の増となっております。 

まず、歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金４億２，３３９万

１，０００円、対前年度比０．９％の増となっております。諸支出金６９万円、５

４４．９％の増、これは、主に年金より特別徴収をしている保険料の還付金で、年

度を越して還付する場合のためのものです。還付には日本年金機構の許可が必要

で、近年の実績を基に昨年度より増額して計上しております。 

次に、歳入について御説明いたします。後期高齢者医療保険料２億９，６７３万

３，０００円、前年度に比べ、２．４％の増です。繰入金１億３，０４３万８，０

００円、３．３％の減、これは、歳出の後期高齢者医療広域連合納付金の内、広域

連合への事務費負担金の減額、これは平成２４年にシステムの改修の経費が計上さ

れていたためでございますが、減額に伴い繰入金を減額したことが主な理由となり

ます。諸収入１９５万４，０００円、４３．２％の増は、歳出の予算還付金の増額

による広域連合からの補填額の増によるものでございます。 

  続きまして、予算に関する説明書により、平成２５年度の主な事業について御説

明いたします。まず歳出を御説明いたします。予算書の４８４、４８５ページをお

開き下さい。１款総務費・１項総務管理費・１目一般管理費、昨年より１１０万

４，０００円の減額でございます。これは、平成２４年度、後期高齢者医療制度の

電算標準システムの更新に対応するための電算機器の更新と標準システム導入の予

算を計上していたためで、その相当額の減額となります。 

続きまして、２款・１項同じ名前の後期高齢者医療広域連合納付金４億２，３３

９万１，０００円です。説明欄をご覧下さい。この内訳は、広域連合の医療給付事

務に係る人件費・事務費の負担金である事務費等負担金といたしまして、１，１７

７万６，０００円、保険料軽減にかかる負担金にあたる保険基盤安定負担金といた

しまして、１億１，４８５万円、後期高齢者医療保険料として、２億９，６７３万

５，０００円となっております。いずれも山口県後期高齢者医療広域連合への納付
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金でございます。 

  続きまして、歳入を御説明いたします。４８０、４８１ページをお開き下さい。

１款・1項ともに同じ名前で、後期高齢者医療保険料となります。１目特別徴収保

険料、説明欄をご覧下さい。現年度分といたしまして、２億３，３９９万６，００

０円、２目普通徴収保険料として、現年度分、滞納繰越分を合わせまして６，２７

３万７，０００円となります。これは、広域連合からの通知に基づき計上しており

ます。 

続きまして３款繰入金・１項一般会計繰入金１億３，０４３万８，０００円を計

上しております。まず、１目、事務費繰入金１，５５８万８，０００円の内訳とし

まして、後期高齢者広域連合への事務費負担金１，１７７万５，０００円、市の後

期高齢者医療事業特別会計に３８１万３，０００円となります。 

２目保険基盤安定繰入金１億１，４８５万円は歳出の保険基盤安定負担金に対応

するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第１５号平成２５年度美祢市後期

高齢者医療事業特別会計予算を採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第１５号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第３７号山口県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議につい

てを議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、杉原市民課長。 

○市民福祉部市民課長（杉原功一君） 議案第３７号について御説明いたします。住

民基本台帳法の改正等に伴い、外国人住民も住民基本台帳の適応対象になり、ま

た、新たな在留管理制度の導入や外国人登録法の廃止などが行われました。これに
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より、本年度の６月議会で美祢市行政組織条例を初めとしたいくつかの条例の一部

改正を行いましたが、これと同様に山口県後期高齢者医療広域連合規約の改正も必

要になりました。この規約を改正することについては、地方自治法第２９１条の３

第３項の規定により、関係する地方公共団体の協議によりこれを定めることとなっ

ております。この関係する地方公共団体と協議を行うことについては、地方自治法

第２９１条の１１の規定により、市議会の議決が必要となりますことから、この度

議案として提出したものであります。 

改正の詳細については、美祢市議会定例会参考資料ございますが、そちらの３２

ページ、参考資料の一番後ろのページになります。改正は、下線の部分及び外国人

登録原票を削るものでございます。なお、この規約は、平成２５年４月１日から施

行されます。以上で説明をおわります。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第３７号山口県後期高齢者医療広

域連合規約の変更に関する協議についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３７号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第３８号二級河川の指定の変更に係る意見についてを議題といたしま

す。執行部より説明を求めます。前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） それでは、議案第３８号二級河川の指定の変

更に係る意見についての御説明をいたします。議案書の３８－１ページをお開きく

ださい。 

 これは、河川法第５条６項により、県が指定しております二級河川について、指

定の変更や廃止があった場合、指定の手続に準じて行わなければならないとされて

おります。この度、山口県知事より、二級河川の区間の変更について意見照会がご
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ざいました。 

 今回、区間の変更があった河川は、美祢市美東町真名宗国地区に起点を発してお

ります二級河川の宗国川でございます。これは、昭和４５年から４９年にかけて日

本道路公団が施工しました中国自動車道建設工事によって、河川上流端において、

河川の付替工事が行われましたが、その時指定区間の変更が行われないままで現在

に至っているところでございます。 

 今回議案書の下記の表にありますように、河川の上流端の起点の左岸で、美祢市

美東町真名葉山１３１２番地先から同じく葉山の１３１３番４地先に変更し、そし

て、右岸側を美祢市美東町真名平畑１３１１番地先から同じく平畑の１３１２番２

地先に変更するものでありまして、河川法第５条第５項の規定により、市議会の議

決を求めるものでございます。 

説明は以上でございます。御審議ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岩本明央君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは本案に対する御意見はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） それでは、これより議案第３８号二級河川の指定の変更に

係る意見についてを採決いたします。 

  本案について原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岩本明央君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３８号は原案のと

おり可決されました。 

以上をもちまして、本会議で本委員会に付託されました議案２２件につきまして

の審査を終了いたしました。 

その他委員の皆さまから何かございましたら、発言を求めます。はい、俵副委員

長。 

○副委員長（俵  薫君） 昨年の１２月嘉万公民館において議会報告会を行いまし

たが、その時市民の皆さまの御質問にお答えをすることができない件が１点ありま

す。それをこの場をお借りして御報告をさせていただきたいと思います。 
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  質問の内容としましては、合併して同じ市営住宅なのに、美祢市域と秋芳地域で

は有線テレビの加入時の工事費等の負担が違うのかという内容の御質問でありまし

た。 

  回答といたしまして、有線テレビについては、美祢、美東、秋芳の各地域とも合

併前後に及ぶ開所時期の違い、また現在美祢地域はＭＹＴ、美東・秋芳地域は山口

ケーブルが運営主体であり、サービス内容も全く同じものになっていない状況であ

ります。よって、３地域とも有線テレビの加入時の工事費等の負担を完全に同じに

することができず、やむを得ないことと考えております。 

  また地域ごとでは、個人住宅でも公営住宅でも、有線テレビの加入時の工事費等

の負担は同じでありますが、加入促進期間等で幾度か負担額等を減額し、美祢市全

体の有線テレビの普及に努めているところであります。 

  また美祢地域の公営住宅団地の一部では、建物の建替工事に合わせ、有線テレビ

の配線工事等もすべて済ませ、その加入金も含め経費等は月々の家賃に含まれたも

のとなっています。よって入居者には加入時の直接的な負担はなく、月々の有線テ

レビ使用料のみとなります。 

このことより、今回の質問があったわけでありますが、以上のことによるもので

すので、ご理解をいただきますようよろしくお願いをいたします。 

議会と致しましては、今回のことを事後確認したわけですが、美祢市には現在市

営住宅が３６団地、８３６戸あり、そのうち公営住宅法による耐用年限を超えた住

宅が約４割近くあると聞いております。今後、市営住宅長寿命化計画に諮り、団地

ごとの建物の建て替え等も全地域で行われると思いますが、その際には美祢地域建

て替えと同じ運用をされることと、大規模な建物単位の市営住宅の改善等の際に

も、入居者へ十分な説明の上、有線テレビの工事等をすることを執行部に進言し、

対応することの確認をいただいております。 

以上で今回の議会報告会における質問の回答並びに報告とさせていただきます。 

以上です。 

○委員長（岩本明央君） ご心配でした。そのほか委員さんから何かございますか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ないようですので、これにて本委員会を閉会いたします。御審査、御協力誠にあ

りがとうございました。お疲れ様でございました。 
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    午後４時４１分閉会 
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